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景気の現状判断  物価高で節約志向が続く一方、こだわり消費と観光需要が景況感を下支え  

現状判断ＤＩは、前月から 0.4 ポイント上昇の 49.8 とほぼ横ばいで推移。「食品全般で値上げラ

ッシュが続いており、生活防衛としての買い控えが完全に定着している（一般小売店［鮮魚］）」と、

日常的な消費に対する節約志向が続いているとの声が聞かれた一方で、「衣料品や服飾品への支出

を控えている。趣味関連の商材の売行きは好調である（その他小売［ショッピングセンター］）」、「物

価上昇は続いているが、提案力のある商品については購買意欲が強くなっている（衣料品専門店）」

といった声もあり、消費者の関心を捉えた商品には積極的に支出する傾向もうかがえる。また観光

関連では、「行楽シーズンで観光客が増えている（タクシー運転手）」、「観光や学会イベント等の予

約客が好調に推移し、団体客は前年同月比で 30％上昇（都市型ホテル）」と、観光需要が景況感を

下支えした。一方、「Web システムのぜい弱性の影響で一部売場において売上が大きく下がってい

る（競輪場）」との声もあり、システム面の問題が業績に影響を及ぼすケースもみられた。 

 

景気の先行き判断  冬の観光需要に期待も、天候や光熱費への不安と人件費負担増が重荷 

先行き判断ＤＩは、前月から 1.4 ポイント下落の 47.0 となった。「11 月は紅葉やカニなど冬の味

覚を目的とした国内観光客が年間で最も活発になる時期であり、更なる観光客の増加が期待できる

（商店街）」と、北陸の冬の味覚を目的とした観光需要の拡大に期待する声が聞かれる一方、「前年

好調に推移した防寒アウターは、気候に左右されるため、今年の主力衣料品の動きが読めない（百

貨店）」と天候が消費に与える影響や、「電気・ガス料金支援がないと、消費者の購買意欲低下につ

ながる（一般小売店［事務用品］）」と、冬場の光熱費負担による購買意欲の低下を懸念する声もあ

る。また、雇用面において「人手不足が改善する要素がなく、最低賃金が大幅に引き上げられて経

営環境の厳しさは増す（民間職業紹介機関）」、「店によってはワンオペの時間帯を設けたり、オーナ

ーが自らシフトに出たりするなどして対策を講じている（コンビニ）」、といった声があり、人手不

足の長期化や人件費負担の増加が経営環境を一段と厳しくするとの声も聞かれた。 

図１景気の現状判断ＤＩの推移[季節調整値]       図２景気の先行き判断ＤＩの推移[季節調整値] 
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※ 詳細は 2026 年 11 月 26 日発行の「北陸経済研究 2026 年 12 月号」をご覧ください。 

内閣府「景気ウォッチャー調査」は景気の動きを敏感に観察できる立場の 2050 人を対象に全国 12 地域で毎月
実施され、北陸地域では当研究所が 100 名を対象に調査している。本誌の北陸地域の概要は当研究所の責任で
取りまとめたものである。なお、調査内容は内閣府のホームページで毎月第６営業日に公表されている。 



 

〈景気の現状に対する判断理由（３カ月前と比較して）〉 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

〈景気の先行き（２～３カ月後）に対する判断理由〉 

 

 



 

 


